
田中1-1-5（本山駅徒歩3分 国道2号線沿）
　 0120-618-920

http://caffe-neutral.com/

さかな料理専門
立ち呑み　　　　　　　　　　　　

さかなでいっぱい
営業時間／17:00～23:00 休日／日曜日

TEL 078（854）3718

東風庵

クレリ東灘ホール

ヘナカラー・ハーブカラー取扱い

ノアズ・アーク
HAIR & FACE

株式会社大 工
TEL 078-858-9500

処方せん受け付けます

宝鑑堂薬局
神戸市東灘区住吉宮町6丁目13-1
TEL.078-858-7712　FAX.078-858-7713住吉宮町4-2-4 牧浦ビル1F　TEL 078-857-3239■営業時間：午後5時～午前0時 TEL.078-841-8140

東風庵
コ　　　  チ　　　アン

ＪＲ住吉駅南側１分

居酒屋

総合梱包請負

〒658-0053
神戸市東灘区住吉宮町5丁目5-21
PHONE.0 7 8 - 8 4 3 - 0 4 3 0

大正元年創業

葬儀会館
イズミホール花一

～経験と実績をもとに親身になって最後までお世話させて頂きます～

24時間受付078-851-3369
阪神住吉駅北側徒歩1分

有限会社 花一総本店
神戸市東灘区住吉宮町2丁目13番10号

神戸市東灘区住吉宮町3丁目16-10 2F
TEL.078-842-7106

大小宴会受付

神戸住吉店

JR住吉駅南100m
国道2号線沿い南側

TEL.078-821-7373

‒
‒

 
‒

‒

http://www.uhara-danjiri.jp

〒658-0053　神戸市東灘区住吉宮町4丁目1-19

朝日新聞・日本経済新聞

　　  住吉
住吉東町5-1-38　TEL.078-811-7651

神戸市東灘区魚崎北町3－4－11
TEL078-411-8267

株式会社

住吉宮町4丁目4-1 キララ住吉 1F
TEL 078(851)2370

有限会社 水野広告社
印刷・企画に関すること何でもご相談ください。

078-579-8089☎ mizuno@mizuno-ad.com

ペーパーバッグ ・ パッケージ ・ 包装紙 ・ リボン
食品容器 ・ POP ・ 広告 ・ カード ・ シール

カタログ ・ ポスター ・ カレンダー

しんの介
野菜と鉄板焼きの店

営業時間／18:00～24:00 休日／月曜日

オ
神戸市

代理店
東京海上日動
ーパスワンオフィス
東灘区住吉東町５丁目１-３７-２０１
TEL：078- 821- 4515

平成二十五年度各地区責任者紹介

野 寄 區
総責任者

副責任者

会　　計

書　　記

帳　　頭

若 中 頭

茶 屋 區
総責任者

副責任者

会　　計

書　　記

　 田 區
帳　　頭

副　　頭

会　　計

書　　記

空　　區
総責任者

副責任者

副責任者

会　　計

山 田 區
責 任 者

副責任者

副責任者

会　　計

書　　記

住之江區
藤澤 　輝富

住田 　貴宏

脇田 　伸司

荒木 　智史

呉 田 區
帳　　頭

副 帳 頭

会 　 計

観音林區

横 屋 區

西青木區
朝倉　一弘

大崎　秀樹

手塚　隆広

富　　宏史

上木　宏孝

岡 本 區

年１回の本住吉神社例大祭を成

功させる為、気を引き締めて西

地区若中一丸となり、伝統を重

んじながらも楽しく地車曳行し

て参りますので、よろしくお願

い致します。

昨年の例大祭終了からだんじり
の大改修を行い、地区一体とな
り約１年の月日を掛け今ここに
完成いたしました。
70年間守り続けてきた川原だん
じりの良さを残し、新たに生ま
れ変わった山田だんじりをぜひ
御覧ください。

若中一丸となって、安全に運行

する野寄地車をご覧ください。

野寄らしく勇壮に練る宮入の姿

に、ご声援の程宜しくお願いい

たします。

近年の茶屋地区は、地域全体が一
つとなり、諸先輩から教わった伝統
を守りつつ、尚且つ新しいものも取
り入れ、調和のとれたお祭りを行
なってまいりました。今年は新たな
世代へとつなげて行ける様、さらに
結束力のある祭りを志し一同邁進
いたします。

若仲会復活四年目の今年より二
役から四役に復活する事となり、
この四名を筆頭に若仲会一丸と
なり地車曳行してまいります。
事故無く良い曳行をして行く所
存ですので、若仲会の指示に
従っていただきます様よろしく
御願い申し上げます。

横屋だんじりまつりも年々盛大に
なってまいりました。先人の方々が
築いてこられた横屋の良さを受け
継ぎながら、新しい風も吹き込み、よ
り良いまつりを行いますので、ぜひ
地域の皆さまにも楽しんでいただき、
温かいご支援・ご声援をいただきま
すようお願いいたします。

今年は、新調した二丁鐘の音色

を地域の皆様に初めてご披露出

来る記念すべき年になりました。

古き伝統有る例大祭を新たな 

音色と共に盛り上げたいと思い

ます。

新調から２年目の年を迎え、今

年も若仲会、並びに呉田地区の

皆様と一致団結し、安全且つ最

高な祭りで終える様、頑張りま

すので、御協力の程、宜しくお

願い致します。

「地区の財産であるだんじりを

団結力で勇壮に練る」このだん

じりを後世に継承しようと世話

人・若中衆ともに努力しており

ます。本年も、温かいご声援を

賜ります様お願い申し上げます。

２年続けて責任者を務めさせてい
ただきます。若仲一同心を合わせて、
伝統を重んじながらも新たな試み
を取り入れ、地域の皆様にも楽しん
でいただける祭りにしたいと思いま
す。神事の厳粛さと,祭りの楽しさと
のけじめをつけて、メリハリのある
運行を目指します。

昨年は観音林地区の奥まで、 

多くの子供達とお神輿を運行 

いたしました。

今年も各地区の地車の殿です 

のでご声援をよろしくお願い 

します。

東灘最大の祭事の中で、岡本地
車の勇壮な宮入をお見せします
ので、乞うご期待願います。若
仲、世話人、地域の方々が心一
つになってこその祭です。責任
者としての重責をしっかりと受
け止めて頑張ります。

西　　區

総責任者

副責任者

会　　長

幹 事 長

会　　計

責 任 者

副責任者

会　　計　

若　　頭

藤田 　年啓
藤井 寿比古
坂上 　　勝 
山本 　涼司 
鷹羽 　洋二 
藤本 　勝利

甲斐　 敬士

堂本　 弘一

稲森　 竜男

辰巳　 一成

山本 　和史

菊原 　　敬

田地 　　守

寺田 　和男

西川 　康一

山岡 　亮輔

中河 　博史

阿部 　和樹

総責任者

副責任者

副責任者

飛岡 　博明

久保 　隆亘

阿部 　幹郎

田島 　浩一

清水 　耕一

山下 　一岳

金田 　至保

谷本 　康昭

責 任 者

副責任者

副責任者

会　　計

書　　記

松崎 　賢司

西野 　　忠

吉村 　和之

山本 　一人

神原 　　宙

帳　　頭

副 帳 頭

会　　計

書　　記

山村 　　聡

浅井 　一志

寺下 　広行

総 責 任 者

運 行 責 任 者

副運行責任者

副運行責任者

若 中 頭

岸　　勝彦

碓井　邦秋

黒田　健一

碓井　　寛

吉村　真人

松田 　真一

田村 　和久

池崎 　保則

渕野　 朝寛

総指揮者からのご挨拶

住吉地車振興会は本住吉神社例大祭の地車

運行の運営を行っています。

そして、地車運行を円滑に行うために、運

行を指揮する住吉指揮者を設けています。

その指揮者を統括する総指揮者の任務は重

大で、1年ごとに各地区へ受継がれます。

その責務を今年は呉田地区が受持ちます。

今年度、住吉地車総指揮者に任命さ
れました、呉田地区の家城（いえ
き）でございます。
祭礼関係者が心を一つにし、勇壮か
つ統制のとれた伝統ある住吉地車祭
りを完終します。
ご観覧の皆様も諸注意をお守り頂き、
ご協力、ご声援何卒宜しくお願い申
し上げます。

所
へ
向
か
い
そ
の
後
各
地
区
へ
戻
っ
て
行
き
ま
し
た
。
野
寄
、

岡
本
、
田
中
、
横
屋
、
魚
崎
、
西
青
木
の
庄
内
6
地
区
も
こ

の
よ
う
に
住
吉
地
区
と
同
じ
よ
う
に
宮
入
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
明
治
の
終
わ
り
か
ら
昭
和
前
期
に
か
け
て
、
氏
子
離
れ

や
戦
争
、
交
通
事
情
等
に
よ
り
本
住
吉
神
社
へ
の
宮
入
は
行

わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

住
吉
地
区
で
も
昭
和
４３
年
に
は
交
通
事
情
や
人
手
不
足
に
よ

り
地
車
が
曳
か
れ
な
く
な
り
、
昭
和
４６
年
に
神
社
内
に
地
車

収
納
庫
を
作
り
収
納
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
宵
宮
で
は
境
内

の
中
で
行
う
練
り
行
事
が
長
く
続
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
例

祭
で
の
地
車
運
行
を
徐
々
に
増
や
し
、
４
日
の
町
曳
き
も
再

開
し
ま
し
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
宵
宮
の
練
り
行
事
は
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
の
例
祭
の
形
は
、
平
成
１１
年
振
興
会
（
現
住

吉
地
車
振
興
会
）
が
出
来
て
か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
現

在
に
い
た
り
ま
す
。
庄
内
地
区
の
宮
入
も
復
活
し
、
野
寄
地

区
の
地
車
が
復
興
し
た
契
機
に
昭
和
６２
年
に
野
寄
、
岡
本
地

区
が
復
活
。
そ
の
後
、
横
屋
地
区
が
平
成
１３
年
、
西
青
木
地

区
が
平
成
２０
年
に
復
活
し
ま
し
た
。
住
吉
地
区
は
昭
和
４６
年

以
降
地
車
が
神
社
内
に
あ
る
た
め
、
４
日
宵
宮
に
神
社
か
ら

出
る
時
を
蔵
出
し
、
そ
の
夜
神
社
に
戻
っ
て
来
る
時
を
蔵
入

れ
と
呼
び
、
５
日
渡
御
に
つ
い
て
神
社
か
ら
出
る
こ
と
を
今
ま

で
通
り
宮
出
、
最
後
に
神
社
に
入
る
時
を
宮
入
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

も
と
す
み
よ
し
じ
ん
じ
ゃ

み
や
だ
し
　
　
み
や
い
り

し
ょ
う
な
い

住
吉
村
地
車
の
歴
史

住
吉
村
９
地
区
の
内
７
地
区
が
だ
ん
じ
り
を
所
有
し
て
い

ま
し
た
が
、太
平
洋
戦
争
の
空
襲
に
て
、西
、茶
屋
、住
之
江
、

呉
田
地
区
の
だ
ん
じ
り
は
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
各
地
区
町
民
の
手
に
よ
り
改
修
や
だ
ん
じ
り
の
購

入
が
行
わ
れ
例
祭
を
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
昭
和
５５
年
に
茶

屋
地
区
が
だ
ん
じ
り
を
復
興
し
７
地
区
の
だ
ん
じ
り
が
復

活
し
、
平
成
２４
年
に
は
呉
田
地
区
が
だ
ん
じ
り
を
新
調
。

平
成
２５
年
に
山
田
地
区
が
大
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

本
住
吉
神
社

日
本
書
紀
に
よ
る
と
、
２
０
１
年
、
神
功
皇
后
が
九
州
か
ら

の
帰
り
に
船
が
回
っ
て
進
ま
な
く
な
り
、占
い
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

広
田
、
生
田
、
長
田
、
そ
し
て
住
吉
の
神
た
ち
が
現
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
を
望
む
場
所
に
祀
り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
神
功
皇
后

は
無
事
航
海
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
時
に
住
吉
大

神
を
祀
っ
た
と
こ
ろ
が
本
住
吉
神
社
の
始
ま
り
と
言
わ
れ
、

現
廣
田
、
生
田
、
長
田
神
社
と
同
じ
始
ま
り
で
す
。

住
吉
大
神
と
神
功
皇
后
を
主
祭
神
と
し
て
１
８
０
０
年
以
上

の
歴
史
が
あ
り
、
住
吉
大
神
は
水
の
神
、
海
の
神
と
し
て
航

海
や
漁
業
、
神
功
皇
后
は
安
産
の
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る

由
緒
あ
る
神
社
で
す
。

※
住
吉
大
神
と
は
、
底
筒
男
命
・
中
筒
男
命
・
表
筒
男
命
の

三
神
で
す

だ
ん
じ
り
祭
り

日
本
各
地
に
山
車
、
山
鉾
、
屋
台
を
使
っ
た
祭
り
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
地
車
を
使
っ
た
祭
り
は
近
畿
、
中
国
地
方

の
各
地
に
見
ら
れ
る
文
化
で
、
豊
臣
秀
吉
の
時
代
に
出
来
上

が
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
住
吉
神
社
の
だ
ん
じ
り
祭
り
は
、
西
暦
１
８
２
２
年
（
文

政
5
年
）
に
宮
入
を
し
て
い
た
、
１
８
３
５
年
（
天
保
６
年
）

に
は
地
車
を
購
入
し
た
と
い
う
資
料
が
残
っ
て
お
り
、
２
０
０

年
以
上
続
く
伝
統
あ
る
お
祭
り
で
す
。

祭
礼
は
旧
暦
の
６
月
３０
日
（
今
の
暦
で
７
月
末
か
ら
8
月
初

め
）、
住
吉
大
神
御
出
現
の
日
に
行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
明

治
１９
年
か
ら
５
月
１３
日
に
な
り
、
昭
和
４２
年
に
平
日
で
は
祭

り
が
行
い
に
く
い
と
言
う
理
由
で
現
在
の
５
月
５
日
に
な
り
ま

し
た
。庄

内
地
区

東
灘
区
に
は
、
平
安
期
か
ら
戦
国
期
に
か
け
て
「
得
井
庄
」

「
郡
家
庄
」「
山
路
庄
」「
本
庄
」の
4
つ
の
荘
園
が
あ
り
ま
し
た
。

住
吉
、
野
寄
、
岡
本
、
田
中
、
魚
崎
、
横
屋
、
西
青
木
は

山
路
庄
に
属
し
、
本
住
吉
神
社
は
こ
れ
ら
７
ヶ
村
の
総
氏
神

と
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
か
ら
昭
和
中
期
に
か
け
て
、

田
中
、
魚
崎
、
横
屋
の
３
地
区
は
本
住
吉
神
社
の
氏
子
か
ら

別
れ
て
各
村
で
お
祭
り
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
野
寄
、

岡
本
、
西
青
木
地
区
は
現
在
も
本
住
吉
神
社
の
氏
子
で
す
。

5
月
5
日
（
本
宮
）
昼
間
の
宮
入
に
は
、
氏
子
で
あ
る
野
寄
、

岡
本
、
西
青
木
の
３
地
区
と
旧
氏
子
の
横
屋
地
区
が
宮
入
を

行
っ
て
い
ま
す
。
山
路
庄
は
住
吉
地
区
を
含
め
た
も
の
で
す
が
、

住
吉
地
区
以
外
の
氏
子
を
「
庄
内
」
又
は
、「
庄
内
氏
子
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

宮
出
と
宮
入

昔
は
各
村
に
だ
ん
じ
り
小
屋
が
あ
り
、
例
祭
の
前
日
（
宵
宮
）

に
住
吉
７
台
の
地
車
が
神
社
前
に
集
合
し
、
お
旅
所
を
経
由

し
て
魚
崎
ま
で
庄
内
６
地
区
を
迎
え
に
行
き
再
び
お
旅
所
へ

戻
る
。
そ
し
て
夕
方
に
な
っ
て
お
旅
所
を
出
発
し
宮
入
の
た
め

神
社
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
そ
し
て
一晩
神
社
の
中
に
留
置
き

を
し
て
、
翌
日
例
祭
の
渡
御
に
続
い
て
宮
出
、
そ
し
て
お
旅
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